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第9回「街並みの美学」 トラベルスカラシップ

寄生建築　：　敷地の麻布台一丁目（＝旧我善坊町）はかつては江戸の組屋敷であった。また戦前・戦後と中小住宅地
であり、古い木造家屋や路地といった美しい街並みが今なお残されているが、それらの空間が現代に適応できていると
は言いがたい。また南北のがけは単なる上下の空間の分断する要素でしかなく、住宅はがけに背を向けており、自然と
共存しえていない。他方こうした地域では空家や単身高齢者など、都心に関わらず住み手の不在と言った問題がある。
そこで「寄生」というコンセプトを軸に今ある街並みを保存し、空間を活かしつつ問題を解決し、再活用する方法を考察す
ることを目的としている。

スペイン,バルセロナ新市街における現代建築ファサードの研究　：　バルセロナの新市街、エイシャンプレ地区は19世紀
半ばにイルデフォンソ・セルダによって行われた都市計画―通称「セルダ・プラン」であり、どこまでも均質な八角形の街
区を特徴としている。高さや色彩に関する建築に関する規制を始め、道路沿いには洗濯物を干しては行けないなど生活
に関する規制も存在する。本調査ではそれら現代建築のファサードを収集・分析することで、街並みの保存に対して現
代の建築をいかにつくるかということを考察する一助とすることを目的としている。



  　

 

卒業設計のタイトルと概要
 

研究旅行のテーマと訪問予定の国（都市）

００３  　

 
第9回「街並みの美学」 トラベルスカラシップ

使用済み核燃料の排熱を利用した温室による地域計画

島根原子力発電所を対象とした、原発廃炉後の地域への貢献としての、使用済み核燃料の排熱を利用した温室と、そ
の周辺施設の設計。温室は、細いチューブ状の部分と、3か所の大空間によって構成される。温室内の自然を通して屋
外の日本の自然を眺めることができる空間であり、それによって日本の自然を見直すきっかけをつくる。そして、いつか
原発が完全に停止するときには、それと共に温室もその機能を停止し、原発資料館として、原発の沿革を後世に伝える
施設となる。

ルネサンス期ヴィラの一角に建つ、リモナイアから温室と自然の関係を探る

イタリア（フィレンツェ）
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第9回「街並みの美学」 トラベルスカラシップ

「美しい俯瞰景を望む高層建築」
高層建築は、経済性や高さに目を向け、魅力であるはずの俯瞰景は地理的なものにとどまっている。屋上緑化・庭園だ
けではない俯瞰空間をデザインするため、理想の俯瞰景を美しく描いた広重の浮世絵を題材に研究し、浮世絵における
俯瞰景の特性を導いた。
それを基に、浮世絵を空間化する実験を行い、デザインした現代版浮世絵を一つの俯瞰景の可能性として提案する。

「サントリーニ島や万里の長城はなぜ美しいのか～俯瞰景からの徹底調査～」

ギリシャのサントリーニ島と中華人民共和国の万里の長城（北京近辺）
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春を待つ橋の下　-the ploretarian architecture-
敷地、浅草隅田公園では華やかな観光客達とホームレス達が同居しています。
ここに貧しさによって人とのつながりを失った人々のためのしかけ「橋」を持つ、簡易宿泊所を計画しました。

私の目標は日本の閉塞感を打開する、楽しい暮らしや明るい未来を建築でつくっていくことです。貧しいけれども幸福な
国と言われているバングラディシュで、人々の暮らしや小学校建築の在り方、作られ方を見て、幸福とは何なのか、感
じ、考えたいです。
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第9回「街並みの美学」 トラベルスカラシップ

タイトル: 大阪のまち、交通の要所、その潜在性-まちに点在する三角地が新たな情報の発信地となる-
まちに溢れる三角形の敷地の存在に着目し、その一角へ有効な建築を建てることで今後の社会がより豊かになる方法
はないかと考え、それを卒業設計の作品としています。大阪市北区の約1.5㎞四方のエリアの調査を行い敷地の対象と
なる街区を選び、そこへ2種類の機能をもつ図書館を設計しています。交通の多様化に伴った三角地と建築の関係性は
日々変化しており、街区が形成される要因となる道路や鉄道は決して直角に交わるとは限りません。必然的に生まれる
鋭角な土地にその斜辺を生かして社会に対して結びつきの生まれる図書館とはどのようなものか。人が使う空間を明快
に外部と深く関わるもの、内部に関係するものとに分け、それぞれの交わり方に互いが関係を持ち合うような空間を考え
ました。また、構造体やVoidによって外部と内部の人が自然に存在を感じられる空間を創作することでより、まちに対し
て情報を発信する場として成り立つことを可能としています。

研究旅行のテーマ：建築の外皮が纏う装飾と景観について
技術が急速に発達していく中でできていくであろうこれからの街のあるべき姿を再考するために、古代から始まり、ゴシッ
ク、バッロク、ロココといった自由な装飾が施されてできた街並みを実際に体験することでそこに生まれている自然な街
の広場やスカイライン、求心的に広がる都市の街区の関係を知り、今後残されるべきものと変えていくべきものを炙り出
します。
訪問予定の国（都市）：オーストリア、ウィーン
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第9回「街並みの美学」 トラベルスカラシップ

「世界はときどき美しい」
墓標の代わりに故人の好む木を一本植え、土葬する自然埋葬という新しい死の迎え方、送り方の提案。使われなくなっ
たダムを敷地に水を引いていきながら、現れてくる大地に対し、埋葬を行う。墓地へは船を使い、非現実な空間の提案と
自然に包まれていく様子を建築とした。

ストックホルム郊外のスコーグスシュルコゴーデン
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第9回「街並みの美学」 トラベルスカラシップ

タイトル:用途転換する二項対立建築　　概要:現在都会では、人口減少や少子高齢化が叫ばれる中、これに反するよう
な大容量の高層建築が次々に建てられている。これらの建築には人間の行為によって表出する形態や現象はほとんど
なく、またその建築の死を考慮に入れたものは少ない。建築は商品化されすぎた。私の住む南栗橋にはタナティックな部
分が少ない。
それはこのまち自体がニュータウン化計画によるものと関係している。まちには若い家族が多く住んでおり、開発も数十
年前に行われたばかりである。まち中枢部に大きな公園、ポピー畑が広がっているが、最近では手をつけられず放置さ
れる期間が多くなった。そこで私はこの地にタナティックの部分を創出したいと考え、仮葬場を提案する。
これは現代建築を考え見直すという行為も交えている。

テーマ:環境におけるコンテクストの変化 訪問予定場所:スウェーデン ストックホルム



   

卒業設計のタイトルと概要
 

研究旅行のテーマと訪問予定の国（都市）

０１０  

 
第9回「街並みの美学」 トラベルスカラシップ 

重奏する日常
本設計は、街並みを形成している、公共空間における人の活動と「仮設物」に注目し
ている。
敷地である九品仏川緑道は、世田谷区奥沢を水源とし東急大井町線緑が丘駅付近
まで続く九品仏川を1974年に暗渠化した後に、1992年に整備された長さ約1.5kmの
緑道である。
この緑道上において、1995年から2003年にかけて、違法駐輪による自転車占拠が
問題となった。
その問題解決の糸口となり、今現在の九品仏川緑道の特徴付けているものは、地
元住民によって設置された１００脚以上の「仮設のベンチ」である。
本設計は、人の行為・行動を介して「仮設物」が街並みを形成してきた九品仏川緑
道において、現状の記述を行うとともに、新たな人のアクティビティと「仮設物」を誘
引し、街並みを豊かに更新する新たな「仮設の市民ホール」を提案する。

「仮設性」がつくる街並み
訪問都市：ヴェネツィア（イタリア）、スプリット（クロアチア）、ヴィス（クロアチア）、イス
タンブール（トルコ）


